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発変電所における電力用変圧器の騒音とその対策
PowerTransformer Noise andIts Prevention and Countermeasure

at Power Station and Substation

野 田 健 裕*
Keny凸Noda

内 容 梗 概

多数の大容量変電施設が都市の近郊あるいはその中心近くに設けられるようになって,電力用変圧器の騒音

に対する付近の住民からの苦情も増加しており,発変電所の建設にあたって変圧器騒音の対策が不可欠のもの

となってきている｡

しかし騒音問題は物理的,生理的,心理的,ひいてほ社会的な諸要素の複雑な組合せであり,そのうちのど

れひとつをとってみても未解明の問題が山積しているeこのためか一般の技術者に与っては難解なものとされ

る傾向があるが,本稿ではこれらを整理し,発変電所の計画にあたって考慮すべき重点要素とその実際的な取

り扱いについて述べ,問額の合理的解決の指針としたい｡

1.緒 口

公害の対策が叫ばれているおり,電力用変圧器の設置にあたって

は,その騒音が付近の住民に与える害について十分に検討を加えて

対策を行ない,苦情の発生がないようにしなければならない｡

いかなる騒音が人間に害を与えるかについては,音の強さや音の

大きさのみに関係するものではなく,音の性質,周囲の状況,人間

の心理的状態などによって異なってくる｡したがって苦情の発生が

ないようにするための民家付近における変圧器の適正騒音値につい

てほ,なかなか複雑な問題があi),今まではっきりとした数値もな

く,また求める方法も確立されていない状態である｡

次章以下では,騒音問題の一般的解説に始まり,変圧器騒音の評

価について,ISO(Internationa10rganization for Standardiza-

tion)の会議で提案された騒音評価数N(NoiseRatingNumber)

を用いて評価し,またアメリカにおける変圧器騒音に対する苦情発

生例と比較することによって,民家付近における変圧器の適正騒音

値を提案したものである｡さらにそのような騒音値にするために,

変圧器およぴ,発変電所における騒音対策の概略を記すとともに,

より経済的な対策方法について述べる｡

2.騒 音 の 害

騒音の定義ほ一口にいえば｢不快な音+であり,あってはならな

い音,無いほうがよい音,じゃまになる音などすべて騒音である｡

したがって同じ音でも神経質な人,楽天的な人,あるいは聞くとき

の条件などによって騒音になったりならなかったりする｡このよう

に騒音は非常に主観的なもので騒音問題を物理的に判定することほ

きわめて困難である｡変圧器の音の場合も付近の多くの人々に種々

の条件で影響を与えるので,｢音すなわち騒音+と考え,一般の騒音

と同様に評価しなけれくどならない｡

騒音の害としては,次の五つの項目をあげることができる｡

(1)非常に大きい音による聴力の減退｡

(2)うるささの感じから,精神的苦痛をおばえる生理的影響で,

消化器,呼吸器,循環器,神経系統などに一時的またほ,

永久的障害を与える｡

(3)会話や聴取の妨害｡

(4)不快さの感情などから生ずる純心理的影響で,事務や作業

の能率の低下,および勉強や睡眠の妨害による健康の阻害｡

(5)家畜に与える影響｡
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第1図 アメリカ公衆衛生局で測定した可聴域
図中に示す%ほ,統計的にその%の人々の可聴域を示す｡

変圧器の音の影響の中でもっとも重要なものは,第4,5項で,い

らいらして落ち着けないとか瞑れなくてノイローゼになる｡また,

にわとりが卵を産まなくなったなどの苦情がある｡変圧器の音につ

いては,住民が特別に注意を払うことがあり,このような場合には

ほとんど聞こえないような小さな音に対しても感情に影響を与え,

睡眠のじゃまになるなどの苦情が出ることがある｡

3.音 響 生‡哩

3.1可 聴 域

聞こえる最も周波数の低い音を最低可聴限,そして聞こえるもっ

とも音の強さの小さい音を最小可聴限という｡可聴域の最小値が可

聴隈である｡可聴域の一つの例としてアメリカ公衆衛生局(U.S.

Public Health Service)が行なった調査の結果を弟1図に示す｡

3.2 音の強さと大きさ

音の大小を,音のパワーの対数比で表示するレベルを強さのレベ

ルといい,1,000c/sの純音と同じ感覚を与えるレベルを音の大きさ

のレベルまたはラウドニスレベルという｡強さのレベルの単位は

dB,ラウドニスレベルの単位はホンである｡強さのレベルとラウド

ニスレベルの関係を弟2図に示す｡この曲線ほフレッチャー･て/

ソン(Fletcher-Munson)曲線とよばれている｡弟2図において,

1,000c/sの純音の強さのレベルOdBほ最小可聴限の値にしてある

ので,等ラウドニス曲線において0ホソの曲線は最小可聴限を示し

ている｡この最小可聴限は弟1図と比較して,1%の可聴限と概略

一致する｡
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第2図 音の強さのレベルと等ラウドニス曲線

(Fletcher and Munson曲線)

＋1

一

一

一

一

(
m
岩
)
ぺ
八
半
ぺ
上

203 5 7100 2 3 5 71,000 2 3 5 710.000

呵 波 数(%)
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第4図 騒音計のA特性による騒音値と最小可聴限

われわれが騒音測定に使用する指示騒音計(1)ほ,C特性による測

定値が音の強さのレベルを表わすし,B特性,A特性によって,近

似的にラウドニスレベルを測定できるようになっている｡A特性

は,音の大きさ40ホソ,B特性は70ホン付近の耳の特性を代表し

ていて,それらの周波数矧生を弟3図に示す｡変圧器の音はすべて

A特性で測定することになっている｡

A特性による騒音値と最小可聴限の関係を求めると第4図のよう

になる｡この図よりA特性で測定した100c/sの騒音が20ホンであ

れば,われわれは聞くことができないことがわかる｡

3.3 マ ス キ ン グ

あたりの騒音が大きいと,大きい声で話をしなければ聞きとれな

い｡このようにある音の最小可聴限が他の音が存在することによっ

て高くなる現象をマスキング効果という｡そして他の音である音を

聞こえなくすることをマスクするという｡マスキソグ量とはマスク

する音(マスカー音)のために,マスクされる音(マスキー音)の最

小可聴限が高くなる量で,これをdBで表わしたものである｡
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第5図 純音同志のマ ス キ ン グ

400c/sのマスカー音が曲線上に記入したdB数だけある時,マスキー音の最小

可聴値がどれだけ上昇するかを示してし､る｡
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第6図 臨 界 帯 域 幅

(a):Zwicken氏による (b):Fletcber氏をこよる

(1)純音による純音のマスキング

純音による純音のマスキング量の例を弟5図に示す｡一般にマ

スカー音はその昔より周波数の高い音に多くの影響を与える｡

(2)雑音によるマスキソグ

純音による純音のマスキングは,マスカー音がその昔よりも高

い音に対して,広い周波数にわたって影響を与えるのに比べて,

雑音による純音のマスキングは,耳にはある音を他の音と区別し,

その昔の付近だけを取り出して聞く能力のた捌こ,≡椎音の周波数

帯域付近に限られている｡ある純音を雑音がマスクする大きさは

その純音の周波数を中心とした耳の帯域幅内に含まれる雑音のエ

ネルギーと等しい大きさとなる｡この帯域幅を臨界帯域幅と称し

それを弟d図に示す｡

いま,マスクされる純音の強さのレベルをノラ椚,雑音の1サイク

ルあたりのレベルをβ〃とし,臨界帯域隔のdB表示をゑとすると

ノヨ桝=β〃＋丘‥‥
‥(1)

なる式が成り立つ｡

4.変圧器の民家付近の適正騒音値

変圧器の騒音に対する苦情をなくするためには,変圧器の音を聞

こえなくすればよいのであるが,これは容易なことでほない｡発生

源より見れば,大きな音を出すほうが,安価であり,騒音が人間に

与える影響を正しく評価し,苦情が発生しないなるべく大きな騒音
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第1表 A特性にて測定した住宅地の佼間の屋外

の晴騒芹レベル

範 叩 rホン1 i†ヱ 均 r二jこン)

第2表 佼間,変圧器の音が晴騒再によ/1てマスク

される限界の 一般的騒芹値
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伯をつかむ必要がある√1

4.1暗騒音による変圧器騒音のマスキング

射†‾三㍑:‡の音をl川こえなくするためには,変｢仁;そ紳)音を巌′ト可他社と

以卜にすればよい｢,しかしl即りにほ11F-†騒音(射1ミミそ:汁1外の音)があ

り射f三語注騒斉の最小可雌恨は卜印する-1

(1)【冊騒音の大きさ

アメリカで調査した三つのタイプの什七他における佼のJぅ主外の

析騒音の値を策1表(2)に示す｡またこの場合の騒汗の1c/s帖あ

たF)の騒芹レベル(A可■柑三による)のスべクト′Lを＼第7図(3)に′Jミ

す`-1抑騒音が100,200,300c/sの周波数の芹をマスクできる一人き

さは,都市の忙七地域では(1)式を川いて,次のようになる｡

隠州拝城l帆よFletcherの仮設によれば1nO＼七000c/sあたF)

まで約5nc/sとんなしうるのでこれをdB衣ホすれば

ゐ≒17dfミ

を門るr-,第7固か仁)1nO,200,300c/sに対するそれぞれのβ〃を

13ホン,12ホン,10ホンとすれはJ㌦ほ

100c′/sに対して13＋17=30ホン

200c/sに対して12＋17=29ホン

300c/sに対して10＋17=27ホン

となる｡これより対数的に合成してでナ.言l･マスク量とすれ(f,マス

ク景はAl‾帥【ミで34ホンとなるr､

(2)肘7騒許による変肝㍑i騒許のてスキング

賓作詩詩の音のA特件によるノ朋友数分イけの例を策8図(乃)にホす｡

こ叫実1か｢〕焚｢Ⅰ三1与:‡の汀は,ほとんど120(ソsかドJ36nc/sまでの芹

A特件によろ
変忙器の騒音 いトン)

24
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A′拝外にく1こる

Ili7騒打の騒F`f似けン)
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射1j(郁の騒汁条例の褒ノ〔-こ(

般 騒 汀(ホン)
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糾待望居㌔温地賢二
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f畦のみによって城戸)､∫(っていると見なしてよいr､また,第7図と

舞8図を比較して,400c/sあたりまでの騒音の周波数分付こニナゴい

て,変け三㍑詰と帖騒音が同じ傾向を示している｡このこと｡=),メ】ち

本渡から第3高調波まで(120c/sから360c/sまで)の射f語注の

芹がそれぞれちようど帖騒音によ/1てマスクされる伯と等しいと

仮定し,また,変圧㍑芹の音ほ祈3高調嫉までとJtば,ほとんど1モ

騒芹エネルギーを含んでいるとみなくてよいので,射t‾ミ㍑:紳)音が

椚騒音によ/1てマスクさJLる大きさほ(1)式な仲/,て前墳と同じ

方法で求めることができる｢､この仮定のもとに二つのタイプの作

七他にニー山1Lる焚什汁:‡騒芹がl冊騒音にマスクされる人きさ1ミごノJ～〟)ろ

と舞2表のようになる｡

4.2 騒 音 条 例

騒音の公宍を掛l二するために多くの郡巾8こ騒斉条例が御荘さJtて

いる｡その代表的なものとしてほ第3表のように,‾如上祁l;の騒芹条

例(4-がある｡この!吉宗音条例ほ,指示騒斉｢汁の読･_んによ′-}て$恭子千な.沖

仙している｡

騒音計による測凪ま非仰こf酢毒tであり,またその｢打こ+んほそのまま

近仙仰こ音のラウドニスレベルを-ワ･えるので,騒音を概略こシ川lける

iこは非仰こ便利であるい しかし人間に影響をソーえるのほ首の大きさ

でほなく,音の羊観的なうるささである｡したがってこの条例は,

人口ーi如こ与える影響に対して,必ずしも合即｢1勺に定められたものでほ

ない｡変圧器の民家付近の騒音目標値として,この条例を適川した

場合,/卜後11.00～午前6.00の抑こは明瞭に即卜とる音を川してはな

らないとあり,具体的な数値の指示ほなく,この条仁州･こ【川この時

問l勺の許容騒音発生量を決定することはできない｡

4.3 騒音の評価

騒音の去汐幣を.‾汁仙するのに力量も合珊'l勺なノブ法ほ斉のうるささのレ

ベルPNL(Perceived Noise Level)を用いるノブ法である｢,しか

しPNIノの.汁邪:方法はめんどうでありまた騒帯対策をするのに仙利

でないので,ここでは1961年にヘルシンキで開かれたISO(Inter-

nationalOrganization for Standardization)の会議で提案された

騒音評価数N(N()ise Rating Number)を川いるノノ法についてj心

べる｡

まず騒音をC特性によ/ノーてオクターブ帯域分析器で周波数分析す

る｡その折巣おのおのの帯域幅1勺のC特性の音爪レベルを弟9図の

柵当する榔分に讃き込み(ここでは同国にノ1く視で山を紙んで例ホし

てあるr_- この例はA柑叫こよる合成騒芹伯が37ホンである射1‾ニミそ:一手

の騒拝スペクト′LなC柑乍で話J入したヰ)のである),この山がN不_ソく
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第4表 N数の補正のための数値

N 数 の

くりかえし(ノイズ
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第5表 仕宅地帯の船外のN数と公衆のノ丈止二

補正ずみN数
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ラメータとする曲線と一致する最大伯をもってその騒音のN数と

する｡この例ではN数ほ32である｡.このN数ほうるささを客観的

に表わすものであるが,ヰミ観的にほ音の性田とか,J耶l∃の状況によ

って追ってくる｡人間が騒音に対してうるささを感ずるのほ主観的
なものであるのでN数に状況による適き1うな補【lミを子-jて〔って使わねば

ならない｡その祁汀三のための数伯を第4表に示す〔〕射1三旨:‡の場介の

補†一三量ほ,純音に近いので+-5,射七詩話を据え付けた当初は慣れが少

ないので-5,夜も根も鬼も冬も連続した音であるので＋5,mプでで

あれば十5となる[)したがって川プ‡の場合,合計＋10の補Il二竜が必

要である｡補【[されたN数は舞5表および第る表によ′-,て,適､【1で

あるかどうかを判断する資料となる｡

第9図に点線で示した膵外でAスケール37ホンの変圧ミ鞘の騒音

ほ,田今では補正されたN数が42となり,弟5表よりほとんど拝†古

が発生しないとみなすことができる｡

ム4 民家付近の変圧器適正騒音値

変圧器の音に対する付近の住民からの許惜をなくするにほ,変作

詩旨の音を民家付近で聞えないようにすればよいが,経済的な設計を

するためには,苦情の発生しない最大の騒斉伯を知ることが必要に

なる｡,その駁音値を知るには前の4.3恥こてiおべた補正されたN数

第6表 N数と宅内の音響状態としての適当さとの関係

N 故

20 ～ 30

30/- 40

40 へ′ 50

5∩ ～ 60

斗妄宅,病弓言,テレビスタブ寸,居賓,劇域,教会,映何軒,

コノ小一ト+1-ル,小小二務宅,読蓄電,会議等,数寄

‾J(弔務雀,繭爪,デパ】ト,応接室,静かなレストラン

弓人レストラン_･(什′‾のあか秘洞･僻節
l-Jこきたケナソラー｢タ宅

60 へ 70 1t二 城
l

第7衣 変n二器の騒音値と苦情発生の確率(A柳生)

措†古の大体の確率

10プ;以 ■i

小 什

75一%以
_卜

l‾]舎の住宅地
ぐ夜間開閉音30+1ン)

37ホン 以下

37へ52 ホ/

52∫トン 以上

郊外住宅地の平均
ぐ夜間周囲音35ホン)

42ホン 以下

42～57 ホン

57ホン+以_卜

都市の住宅地
〔夜間周囲音40ホン〕

47ホン+以‾F

47～62 ホン

62+1ソ 以卜

第8表 口本における変圧器騒音に対する苦情の発生例
単位はホン(A特性‾)
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;き騒刑在とは,民家付近の騒亨引直である｡

を用いてある程度判断できるが,ここではさらにアメリカにおける

変肝附こ対して発牛した=芹情の統計的例から検討を加えてみる｡,変

什汁芹の騒音に対する=粁陪の発生する統計的■吋能性は弟7表のように

ホさjtている｡この衷と弟2表とを比較すると,苦情発+二の可能性

10%の騒音値ほ肺騒音によってマスクされる値の＋13ホンとなっ

ている｡｢‾日含における芳情の発生する可能性10%一の騒音値は37

ホンであるが,この値ほ前項で検討したように補任されたN数を用

いて.i州Iiしてもほぼ同じ結果となる｡したが/)て民家付近の尿外に

おける変圧講芹の騒音R標値は第7表によって与えられる｡

第7表は公告に対する考え方の発達したアメリカにおける例であ

るので,まだまだ公害に対する関心のうすいわが国では苦情の発生

する騒音値ほこの表の値よF)高いようである｡しかし今後わが国に

おいても公害に対する関心が高まることが予期さカlるので,変圧語芹

の騒音目標値を定めるときには,第7表は大いに参考になる｡

参考のために,わがl可において経険した井筒の例を弟8表に示す｡

この表の値と第7表の値を比較してみると,日本においてははとん

どが第7表,アメリカの拝借の発4三する確率の高い矧仰こはいって

いる｡)

5.変圧器の騒音値と騒音対策

5.1変圧器騒音の大きさ

変圧一発手騒芹の大きさについては,JEM規格の1118(5一に変旺器騒

音レベルの基準値があり,1117(5)に騒音測定法が規定されている｡

しかるに最近アメリカのNEMA規格川)は技術の進歩のため変圧器

騒音の韮料直をJEM規格より拭い偶に改訂した｡弟9表は政吉Jさ

れたNEMA基準値である｡

5.2 変圧器騒音の低減

‾削包の変圧器の騒音レベルは,鉄心構造の改二善などの技術の進歩

のため,JEM規格値より低く,改訂されたNEMA基準値に近いも

のにな一､ている｡)しかし最近のように什宅地に大容最の発変電所が

叩34叫



発変電所における電力用変圧器の騒音

第9未 納入変圧糀壬の騒音レベルの基鮮値
1.油人=作,油人水冷,送細水冷

2.抽入凪柁,送油凪冷(FirsトStage Auxiliary Cooling)*

3.抽人帆冷,送油鼠冷(Secorld-Stage Auxiliary Coo】ing)*
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*First-and Second Stage auxiliary C()01ingト工NEMA別行Trl-0.02を只朴ノ)こ､:

姐殺されるようになってくると,二【弓然変什㍑:壬す)騒汗 ミ必要とな

ってくる｡そのノノ法を次に.言止す｡

5･2･1低騒音変圧器

変什ミ語注の騒音を低くするノブ法として次のことが考えられる｡

(1)鉄心磁束解度の低減

(2)二重タンク変圧器

(3)渦中吸音変圧旨詮

鉄心の磁束密度を低くすjLば磁去もひ､ず+ち触助が′ぃとなノー,て騒拝

の発生量も少なくなる｡しかしこのカ法でほたとえば10朋i樹立

の騒音を低減するのに変群語注の重量ほ約20′､25%増加し1く綽折

である(7)｡一般にこの力法ほ5ホン程度まで騒音な低減させる場

令,あるいは他のノブ法と′L)川ルて,さらに数ホン騒打を紙卜させ

るときに用いられる｡

二虫タンク変旺㍑削よ税fliいj)ゆる低騒音射t三才:‡といわ′才′している

もので弟10図に′Jけように,その遮音構造ほ鋼板拳法の防芹壁と吸

音材の組み合わせからできている∪このノノ法は5～15ホン騒許な

rl.も‾Fさせるときに用いられるし1

油中吸音変rE器ほ,昔旺のl号凱､タンクlノ+の絶線的小に仙中吸音

材を取り付けるもので,実験的経験から突風!伽こ約10ホン程度の

低減量が期待できる｡近年耐油性の良い材料が開発されており,

かつ安価であるので実用化は近いものと思われる｡

と そ の対策

ロ
JT｢月】貨註械打i⊇ミ

r′ノ/1

峨
亡r二
H

干す

状

l】

6耳

l/+

＼

869

謀ク101耳l射lミ旨;子の遮打構造

5.2.2 多重定格の変圧器

帆冷式変庁岩割こおいて,多.棍定格とし,

フ∵ソな什二めてl上1冷式にするか,フアンの

l‖1転速度をさげるなどしてフアンの騒音を

さげ,乍体の騒許伯を2′～6ホン程度低くで

きる場合がある｡J.耶肘)静かになる夜間に

幌員杓となる場合にこのような方法を採用

することができる｡,---一機にフアンの騒音は

比較的高い周波数の音を多く含んでいるの

で感覚に感じやすいが,変托旨詩においては

今までファンの騒音のために苦情を起こし

た例は少ない｡

5･2･3 動吸振法の採用(8)

振動する物体にその振動周波数にJ与板す

る八振ナを取り付けて振動を制御する方出さ

である｢〕ブし振十ほ日らづ仁振することにより

振動エネルギーを熱エネルギーに変換して

;l 振動を制御し･騒音を小さくする｡このノJ

法により10ホン低減した例があるが,今後

タンク壁が共振に近い場合や数ホンの低減

1.与二必要とする場如こ有効な方法と考えられる｡

5.2.4 変電所産屋

】柑J地の実観そのほかの理由で変圧器を的勺または地下室l勺に

収せさすることがあるれ 娃ら三が鉄筋コンクリーートである場合,出

入=や換㌔い一の渡音,冷外′こイブの振動遮断JP凧勺の吸音処矧こ

ぃ分注意すれば,容易に30ホン程度の低減効果が得られる｡し

かし変圧語詩の音を低減することのみを目的として,変圧器を建物

の■いJP地lごに設粁才‾ることは割高になることが多い｡

5.2.5 コンクリート遮音変圧器

-･例としノて第】l図に示すように(実川新案公報昭39-18359),

射仁㍑謹タンクのムを収納する小さい凄射手を構築して騒音の低減を

L実1るもので2(ト4(-)プjlソニ近し､什帥戎効一梨が得られ,大きな低減効果を

必要とするときには効凪杓な力法である｡

5,2.る 遮 音 固 壁

変仕詩話の糊[川にコンクリートノーコックなどでへいを設けてその

ノノ向の騒打の放射石川毛滅するものである｡弟12図のように目的

によって一ソ川]喋,ニカ川畔,三プ川蝉および川方州壁がある｡

!石衣削モ減量の計算ノノ法は第13図にごd械の計ぢせ恥､次の(2)式

によりFを計算し,それから舞13図より求めることができる｡

ダ=一三〔月(Ji了憲一1卜β(､/汀雷-1)〕(9'‥･･(2)
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退音壁の効果としてほ約10′～15ホン程度伏滅することができ

るが,音波の干渉や反射の影禦があF),また反対側に騒音の増大

があるので十分な検討が必要である｡柑に正確な伯を必要とする
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第】4図に)1けし ここで注意を要することは,変圧器と防音壁の

糊の肯は卜舛が(2)式から求まる伏減量を減殺することで,でき
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兇変屯所における電力fH変址岩泣の騒音と その対策 871
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才‡161ズl逝汀幽岬な.没挺したことによる変ノ畝叶の

騒汁分巾J変化の削

るたけ古川ヒケtしを′トさ(こすることがり壬ましい｡,

各種類の遮音州阜捌こよる射l三脚即日のl妙音効果は,一ノ州咋で

ほその方何のム,またニプ川1壁および三プ州壁では約90度の広が

りの力仙このみ_1二心汁馴l如〕防音効果が縛らjtる(10)｡ニプ川棚

および三方州境の防音効架の分布を第15図に,実際の変電所にぉ

いて逃‾‾馴卜Ⅰ壁な.馴′■たしたことによる騒古分イドの射ヒの様J′せ第

1る図に′Jけtノ 四ノ川川巨の城糾よ仝プJド1Jに防音効児をJ明結するこ

とができるがその効射よ(2)ぺから求まる伯よi)も一般にずっと

小さい､)それほ,四プほかこむ壁ほ短い管となり,音はこの管を

ほとんど派出しないでのほるため,昔脱が管の端に移動したと同

じ糸■■手製となり,l‖1折効火が′トさくなるためである｡これら遮音凶

哩によ川よ遮音喋l勺面の吸音処鞘を十分にすることにより10ホ

ン程度,場合によってはそれ以上の防音効児を期待することがで

きる11))｡

これドJのノノノじは総ゴせが比較的少なく,とくに此没の光射訓子に

も越川できる｡

5･2･7 変電所敷地の影響

放地が十分i･こあれば距離による脚如〕ため変′必打外の騒一汗レベ

ルを低くすることができる｡JEM規格による測定面からの距離

と低減量との関係ほ,モデル実験から次式で表わされる｡この式

は今までの実際の組験においてもよく一致している｡

`吼一紙=4･4十20l(恥一石孟面(仙川‥(3)

ここに,(Jβ′`:JEM別技に従って洲起した!強打仙(ホン)

〟且′:JEM規桁の測漣融から抑緋βほなノLた∴【､くの騒

音値(ホン)

d:JEM規格の測定融からl!…+J捌こなるノ､!､ほでのぴl三

郎(nl)

Ir=lぎ!+掛∴くから射十三;そこ壬‾を見たときの変Jl三措こ壬の帖(m)

〟二 川胤･∴＼から変止こ†抹をjユたとき〝〕安比一器の高さ

(111)

(:j)人ノごし′グラフ化して舞17図に′Jけ､_Jこの式は地ノlラがヤ面であ

ること,占俄に柑叶性がないJ湯｢†にあてはまるもので,尖際にほ

これドJむ考慮する必要がある｡

5.2.8 変圧器の隠ペい

変‖三:そ結な.即‡したとき,.1七射寸j止のぎ騒音他が川′山とした騒音仙

し=)J)ずかにJl高く,仙亡からもー訓旨が鬼生しそうであるJ易合など
にとL■Jれる方法で,変`宅所の場外線上にへいを作.ったり,木を杓

えたりして古河である変旺器をかくすことにより,†i三比に与える

心理的影響を少なくして苦情の発生を少なくしようとする方法で

ある｡
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抑 離 り‥m)

折18Lズ11〔1B帖巌汀を低減するために要する土地代

る.発変電所における経済自勺な防音対策

充射‾E所な新しく.刺さ二亡するにあたり変圧㍑:壬の騒音がIi_り越になると

きほ仰々の変電所の糀戌,ノ訓ヨ1との関係などによってより般過な対

謀りナ法がある｡それにはまず充変電所設置場所の選定,次に騒音低

減方法の迷走について検討する必要がある｡

d.1発変電所設置場所の選定

先安竜所の】馴環場所ほ電力の発送,配電のl姻族からおもに決起さ

れるが,その制限州こおいてよりイJ一利に騒音対策をするために次の

ノ∴小こついて検,ト+する｡

(1)十分を･こJムさのある場桝を迷ぶ

(2)防音対掛こ右利な場J舛を迷ぶ

(3)古の出揃上防音に有利な助好を述ぷ

(4)lけ†騒音の大きい拗所を選ぶ

発射宅所の敷地をIムくすることができれば,

の境射線までの距離を大きくとることができ,

変川諾注力､ら兇変′鼠所

批離による騒音低減

壷を多くし,境非線上の騒音値をより低くすることができる｡

変電所の一力向あるいほ二方向に大きな河川や海があって将来に

おいてもその方向の騒音がl巨り越にならない場所であれば,変圧器を
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第10表 各種防拝対策力法の適用範囲

立 評 論 謀‡47巻 第5リー
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そのノルJの境界線近くに設挺することにより,】Eり越になるノノ山の騒

音を小さくすることができる｡この勘合,遮矧胡壁を用いることに

より,比較的安価にかつ効児｢伽こ騒音低減が可能となる｡

すi)鉢状の底のような場所に変電所を設Fぎたすれば,距離ほ退くて

も山の上のほうにある民家には音はよく伝達する｡またこのような

J湯合は遮音州壁によっても多くを上田付することができない｡音の仁王

播上防音に有利であり,防音対策もはどこしやすい小り_lや丘の上の

ような場所に設置することは有効な方法である｡反対側の騒音がlまIj

越にならない場合は,山影などもよい場所である｡

暗騒音が大きければ苦情の発生する騒音値が高くなり変圧講:ヰの音

は少しぐらい高くても問題にならない｡したがって変磁所を⊥二拗地

冊の近くにおくとか,一日中交通のはげしい主要道路の近くに段位

することは有利となる｡

d.2 防音対策方法の選定

発受電所の設置場所が決起したとき,その兇変′さ邑所矧ナ肘‾)帖騒音

の値を測定する｡その結果第7表より比家什近の騒音1二】腔伯を決起

し,その日標他にするためにいかなる防音対策を行なったほうが和

利であるか検討する｡

発変電所の敷地を広くして防音対策をすることほ,弟18図に示す

ように土地の単価が安く,発変電所の機能上の必要広さがせまい場

合には有利であるが,1dB騒音を低‾卜させるための土地の値段は距

離の2廉に比例して応くなるため大解量変電所では一般に有利では

ない｡

そのほかの力法として終極防音対策の適川範州を第10表にホしノ

た‥ これらの防芹対掛よ変旺器解量の大きさ,騒音低減量によって

維丁剤生が災なり,射=巨船保′､1:上の利害を抜いて論ずれば一機的に次

のことがいえる｡低騒音変圧掛よ小容量の変仕岩詮で10ホン粗皇ま

での騒音低減量の場合に有利である｡遮音閃壁およぴコンクリート

速音変圧掛よ大容量に有利で,特にコンクリート遮音変口三料ま大き

な低減量が必要なときにもー利である｡

7.結 ロ

ー咄との技術古にと/つて難解なヰ,のとされている騒音【まり越を,変比

旨;‡害毒音を小心に解脱した｡最近,ますます大容量変rl三治話力ミ郡市の近

う湘こ設けらJLるようになってきているおりに充変電所の計担i叫や騒

音l‡り越発生の際に,本稿がお役にたてば幸いである｡
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訂 正

本誌2月号および3J=J一(Ⅴ(J】.47N().2,Nり.3)に,次のよう

な誤りがありまLた｡謹んでおオーつび小Lあけますとといこ,ここに

.子J■正いたします｡

･Vol.47N().2 110文 節2火

1L:

第2ノミ 口立エレ/く--タ.清元

エレベータ速度
(二m/min〕

加 速 時 問
(s)

ドア開き時日ロ
(sノ

･Vol.47No.3 カラー貞ウラ 第2卜礼訪川+文

諾与:日立超克已粧しん鵜匠の一般的な偶成

正:日立電気炉尖じん装置の一般的な梢城
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